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序

寺
崎
修
先
生
は
、
平
成
二

O
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
を
退
職
さ
れ
、
現
在
は
本
塾
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら

れ
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
昨
年
の
ご
退
職
の
際
に
「
法
学
研
究
」
記
念
号
を
ご
進
呈
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
記

念
号
の
編
集
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
完
成
し
た
本
記
念
号
を
寺
崎
修
先
生
に
謹
呈
す
る
こ
と
で
、
先
生

が
法
学
部
教
授
と
し
て
学
部
の
研
究
と
教
育
の
発
展
に
注
が
れ
た
熱
情
と
多
大
な
る
ご
貢
献
に
対
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
う
。

寺
崎
先
生
は
、
昭
和
四
五
年
に
慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
昭
和
五
二
年
に
中
部

女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
に
就
任
、
翌
年
に
は
駒
津
大
学
法
学
部
に
転
じ
ら
れ
、
以
後
平
成
九
年
ま
で
、
同
学
部
の
専
任
講
師
、
助

教
授
、
教
授
を
歴
任
さ
れ
た
。
先
生
が
母
校
に
教
授
と
し
て
戻
ら
れ
た
の
は
、
平
成
九
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
一
一
年
間
に

わ
た
り
、
本
学
部
に
お
い
て
、
日
本
政
治
思
想
史
お
よ
び
日
本
政
治
運
動
史
の
分
野
で
優
れ
た
研
究
と
教
育
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。

先
生
の
学
者
と
し
て
の
人
生
を
顧
み
る
と
き
、
三
人
の
偉
大
な
先
達
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
お
一
人
は
、
寺
崎
先
生

の
恩
師
・
中
村
菊
男
先
生
で
あ
る
。
近
代
日
本
政
治
史
か
ら
現
代
日
本
政
治
論
ま
で
、
縦
横
無
尽
の
幅
広
い
研
究
と
発
言
を
展
開
さ

れ
た
大
学
者
・
中
村
先
生
の
も
と
で
、
寺
崎
先
生
の
日
本
政
治
へ
の
視
界
は
大
き
く
広
く
聞
か
れ
た
。
昭
和
五
三
年
に
中
村
先
生
が

急
逝
さ
れ
た
後
、
寺
崎
先
生
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
、
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
律
令
制
研
究
な
ど
で
顕
著
な
業
績
を
残
さ
れ
た
、

利
光
三
津
夫
先
生
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
法
制
史
研
究
の
大
家
で
あ
る
手
塚
豊
先
生
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
村
先
生
亡
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き
後
、
寺
崎
先
生
は
手
塚
先
生
の
門
を
叩
き
、
徹
底
し
た
資
料
収
集
に
基
づ
く
堅
牢
な
実
証
的
歴
史
研
究
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
。

以
後
、
先
生
は
、
自
由
民
権
運
動
を
研
究
の
主
軸
に
据
え
ら
れ
、
手
塚
先
生
か
ら
相
続
さ
れ
た
実
証
的
研
究
手
法
に
よ
っ
て
そ
の

VI 

分
析
を
進
め
る
着
実
な
研
究
者
生
活
を
歩
み
、
明
治
自
由
党
の
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
自
由
民
権
運
動
研
究
に
お
い
て
、
卓
越
し
た

業
績
を
残
さ
れ
て
き
た
。
徹
底
し
た
一
次
資
料
の
収
集
と
冷
静
沈
着
な
分
析
に
基
づ
き
、
果
敢
に
通
説
に
挑
ん
で
い
く
そ
の
姿
勢
は
、

わ
れ
わ
れ
後
身
の
研
究
者
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
が
慶
慮
義
塾
を
去
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま

で
の
自
由
党
激
化
事
件
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
、
『
自
由
民
権
運
動
の
研
究
｜
｜
急
進
的
自
由
民
権
家
の
軌
跡
』
と
題
し
て

刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
由
民
権
運
動
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
成
果
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
慶
慮
義
塾
の
実
証
的

歴
史
研
究
の
結
実
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
先
生
ご
自
身
の
「
軌
跡
」
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。

ま
た
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
法
制
史
学
会
、
日
本
政
治
学
会
、
日
本
選
挙
学
会
、
日
本
法
政
学
会
、
社
団
法
人
福
津
諭
吉
協

会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
、
学
会
の
発
展
と
後
身
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
。
現
在
で
も
、
日
本
政
治
学
会
、
日
本
法
政
学
会
、
福
津
諭

吉
協
会
に
お
い
て
、
理
事
と
し
て
の
先
生
の
存
在
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
み
を
持
っ
て
い
る
。

法
学
部
に
と
っ
て
、
平
成
九
年
と
い
う
年
に
寺
崎
先
生
を
日
本
政
治
思
想
史
の
担
当
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
僚
倖
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
先
生
の
ご
在
職
中
に
福
津
諭
吉
没
後
百
年
を
迎
え
、
さ
ら
に
ご
退
職
の
年
に
は
慶
慮
義
塾
が
創
立
一
五

O
年
を

迎
え
た
こ
と
で
、
福
津
諭
吉
や
慶
鷹
義
塾
の
歴
史
を
顧
み
、
こ
れ
を
検
証
す
る
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
寺
崎
先
生

は
法
学
部
を
代
表
す
る
形
で
、
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
の
副
所
長
に
就
任
し
て
福
津
・
塾
史
研
究
を
牽
引
さ
れ
、
『
福
津
諭
吉
書
簡
集
』
、

『
福
沢
諭
吉
の
手
紙
』
、
『
福
津
諭
吉
著
作
集
』
、
そ
し
て
『
慶
臨
応
義
塾
一
五

O
年
史
資
料
集
』
な
ど
の
編
集
・
編
纂
に
当
っ
て
こ
ら
れ

た
。
先
生
に
よ
っ
て
、
福
津
諭
吉
の
思
想
が
広
く
学
界
・
社
会
に
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
政
治
思
想
に
あ
ら
た
な
光
が
当
て
ら
れ

た
こ
と
は
、
慶
磨
義
塾
に
と
っ
て
も
、
ま
た
日
本
政
治
思
想
史
研
究
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
生
は
『
慶



慮
義
塾
草
創
期
の
福
沢
門
下
生
」
、
『
慶
謄
義
塾
出
身
衆
議
院
議
員
列
伝
』
な
ど
の
論
文
集
を
編
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
福
津
門
下
生

研
究
に
お
い
て
、
大
き
な
足
跡
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
義
塾
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
先
生
が
退
職
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
と
い
う

ほ
か
な
い
が
、
先
生
の
愛
弟
子
の
小
川
原
正
道
准
教
授
が
寺
崎
先
生
の
築
か
れ
た
学
問
の
王
道
を
着
実
に
継
承
し
て
い
る
。

親
し
く
優
し
い
眼
差
し
で
そ
っ
と
声
を
か
け
て
こ
ら
れ
る
寺
崎
先
生
の
お
姿
を
三
田
で
日
常
的
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
実
に
寂
し

い
。
ま
た
、
物
事
の
本
筋
を
外
れ
な
い
寺
崎
先
生
の
発
言
を
お
聞
き
で
き
な
い
こ
と
も
寂
し
い
。
し
か
し
寺
崎
修
先
生
は
今
も
福
津

諭
吉
協
会
常
務
理
事
、
そ
し
て
『
慶
謄
義
塾
一
五

O
年
史
資
料
集
』
編
纂
委
員
と
し
て
、
日
本
の
福
津
研
究
お
よ
び
塾
史
研
究
を
牽

引
さ
れ
な
が
ら
、
武
蔵
野
大
学
長
と
し
て
、
同
大
学
の
発
展
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
。
今
後
の
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健

康
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
な
が
ら
、
こ
こ
に
摘
筆
し
た
い
。

平
成
二
一
年
二
月

法
学
部
長

国
分
良
成

序
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